
広食性蚕の低コスト入工飼料育標準表

(蚕試 :養蚕経営部)

1.背 景とねらい

最近、特徴ある蚕品種として広食性蚕品種 「日601号X中 601号」 (愛称 :あさぎり)

が指定され、広食催蚕用の低コスト人工飼料の市販も開始されたことにより、これらを

組み合わせた低コスト繭生産技術の研究が急速に進展している。そこでこの低コスト人

工飼料育技術の早期実用化を図るため、飼育標準表を策定し指導上の参考に供する。

2.技 術内容

1)広 食性蚕の稚蚕人工飼料育作業体系はほぼ普通蚕人工飼料育に準ずるが、掃立当日

の多湿 (85%)、 各齢の飼育温度が普通蚕桑育に比べおよそ2～ 3℃高いこと等が特徴

である。

2)低 コスト人工飼料育での蟻蚕抑制は飼料への標食性を減退させるので極力避ける。

3)餌 付け時の絶食は病原抵抗性を低下させるので、起蚕の発生24時間以内に餌付けす

る。

4)広 食性蚕は飼育経過が普通蚕に比べ短く、特に2齢 は食餌期間 ・眠期間とも短いの

で、除湿時期には注意する。

5)配 蚕は段ボールで作成した専用飼育箱により行い、4齢給餌後、餌が乾かないよう

防乾紙で軽く覆う等工夫する。

6)広 食性蚕は、齢がすすむにつれ光線に対する感受性が増し、一方向からの光線によ

り蚕寄りを生じやすいので作業時間以外暗飼育とする。

7)4眠 時の除湿は飼育室が密閉でないのでむずかしく、早く出現した5齢起蚕が残餌

を食下することにより経過の不輌いが生じる。そこで4眠 時に消石灰やラジオライト等

を蚕座全体に散布し眠座乾燥を行い、残餌と蚕の分離を図る。

3.指 導上の留意事項

1)広 食性蚕は蚕児の行動が活発で、とくに起蚕の這い出しが多いので這い出し防止剤

を蚕座周囲に散布する。

2)農 家で4齢人工飼料育を行う場合、核多角体病ウイルス (NPV)に 対する感染抵

抗性がやや低いので、清浄環境の保持に努める。
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5。試験成績の概要

表-1低 コスト入工飼料による広食性蚕飼育 ・繰糸成績 (1990年)
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図-1起 蚕絶食と核多角体ウイルス (NPV)抵 抗性
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